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本資料の作成は



• 本映像内で使用しているデータについては、過去の実績・状況または
作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・
成果を示唆・保証するものではありません。また、為替・税金・手数料等を
考慮しておりません。

• 本映像は「ベイリー・ギフォード インパクト投資ファンド、ベイリー・ギフォード インパクト投資
ファンド（予想分配金提示型）」〈愛称：ポジティブ・チェンジ〉の概略をご紹介したものです。

• このため、ファンドの商品性、リスク、お申込みメモなどについては投資信託説明書（交付
目論見書）をご確認いただく必要があります。
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後記の［本映像に関するご注意事項等］を必ずご参照ください。
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本日のトピックス

拡大するESG投資

ベイリー・ギフォード＆カンパニーについて

ポジティブ・チェンジの魅力！

（以下、「ベイリー・ギフォード＆カンパニー」を「ベイリー・ギフォード社」と呼ぶことがあります。）

「ベイリー・ギフォード インパクト投資ファンド、ベイリー・ギフォード インパクト投資ファンド（予想分配金提示型）」

〈愛称：ポジティブ・チェンジ〉



拡大するESG投資
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ＥＳＧ投資とは

ＥＳＧ投資とは、Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ（環境）、Ｓｏｃｉａｌ（社会）、Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ（企業統治）に
配慮している企業を重視・選別して行う投資のことです。

・各項目の内容を全て網羅しているものではありません。 （出所） 国連広報センターＨＰを基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

※画像はイメージです。

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ（環境） Ｓｏｃｉａｌ（社会） Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ（企業統治）
生物多様性への配慮、
環境汚染への対応など

女性活躍の推進、
適切な労働環境の実現など

積極的な情報開示、
株主権利の確保など
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⚫ SDGsとは、2015年9月の国連サミットで
採択された、持続可能で多様性と包摂
（ほうせつ）性のある社会の実現のため、
2030年を期限とする国際社会の17の
共通目標のことです。（右図ご参照）

⚫ SDGsの大きな特徴として、企業の積極的
な関わりが求められる点が挙げられます。
SDGsに賛同している企業は、これらの
目標達成のために、ESGの各課題に対処
することが不可欠であり、昨今さらにESG
に対して注目が集まっています。

ＥＳＧとSDGｓ （ESG投資は、SDGsの達成を促す手段の一つとして期待 *）

～ESGが注目される背景には、SDGs（エスディージーズ）の浸透が挙げられます～

・ SDGsのロゴ・アイコンは、情報提供目的で使用しており、国際連合が当ファンドの運用等について
責任を持つものではなく、支持を表明するものではありません。

* SDGｓの達成には年間約2.5兆米ドル（開発途上国における2015年から2030年までの資金の
不足額（2014年時点））の資金が不足すると試算されることから、インパクト投資はSDGｓを達成
するための手段の一つとして期待されます。
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世界で広がるＥＳＧ投資

世界のＥＳＧ投資の残高推移

（出所） GLOBAL SUSTAINABLE INVESTMENT ALLIANCE 「Global Sustainable Investment Review 2020」を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

・表示桁未満を四捨五入しています。

期間：2014年～2020年、年次（2年毎）

３１兆米ドル

１８兆米ドル
２３兆米ドル

３5兆米ドル
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国内でも拡大するＥＳＧ投資

国内ＥＳＧ関連ファンドの純資産総額および本数推移

（出所）Ｆｕｎｄｍａｒｋ/ＤＬのデータを基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

・対象ファンド：国内公募投信のうちＦｕｎｄｍａｒｋ小分類が「ＥＳＧ」の追加型株式投信 ・表示桁未満を四捨五入しています。

（期間：2000年１月～2021年5月、月次）

本数【右軸】

純資産総額【左軸】

２.４兆円・87本
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⚫ ２０１５年に国連責任投資原則（PRI）に署名。

⚫ ２０２０年度の運用資産額186兆円、内ESG投資は約11.7兆円。

国内のESG投資への取り組み

世界最大級の日本の公的年金基金（年金積立金管理運用独立行政法人：GPIF）

日本政府

⚫ 2021年4月、金融庁主導で「グリーン国際金融センター」を設立する構想を表明。

⚫ 2021年6月、東京証券取引所等とともに、上場企業の⼀部に気候変動リスクの開示を求める。

日本銀行

⚫ 2021年7月16日、気候変動対応の投融資を後押しする新たな資金供給策の骨子を公表。

（出所） ＧＰＩＦ、各種報道を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成
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ＥＳＧ投資の種類

ESG投資には、主に7つの手法があります

① インパクト投資 社会的課題の解決と投資のリターンをめざす

② ネガティブ・スクリーニング ＥＳＧの観点で問題のある銘柄やセクターを除外

③ ＥＳＧインテグレーション 従来の運用手法にＥＳＧ分析を組み込む

④ エンゲージメント 投資先企業との対話等を通じて、ＥＳＧへの取り組みを促す

⑤ 規範に基づくスクリーニング 国際的なＥＳＧ基準を軸に判断

⑥ ポジティブ・スクリーニング ＥＳＧスコアが高い銘柄選択

⑦ サステナビリティ・テーマ投資 気候変動・エネルギー等特定のテーマに投資

（出所）ＧＬＯＢＡＬ ＳＵＳＴＡＩＮＡＢＬＥ ＩＮＶＥＳＴＭＥＮＴ ＡＬＬＩＡＮＣＥ「Ｇｌｏｂａｌ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ ＩＮＶＥＳＴＭＥＮＴ Ｒｅｖｉｅｗ（2018）」を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成
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インパクト投資とは

２つの利益を同時に

実現することをめざす

投資手法

社会的利益経済的利益

インパクト投資とは、「経済的利益」である投資のリターンと並行して、社会的課題の解決を目指しポジティブで
測定可能な社会的及び環境的インパクト「社会的利益」を同時に生み出すことを目的とする投資手法です。
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インパクト投資の気運の高まり

（出所）GLOBAL IMPACT INVESTING NETWORK「ANNUAL IMPACT INVESTOR SURVEY」を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

・表示桁数未満は四捨五入して表示しています。

世界のインパクト投資の残高推移 （期間：2015年～2019年）

774億米ドル

1,140億米ドル

2,281億米ドル

5,020億米ドル

7,150億米ドル



ベイリー・ギフォード社について
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ベイリー・ギフォード社の特徴

1908年にスコットランド・エディンバラにて創業。

企業の長期的な成長を捉えることに主眼を置き、

世界各国の年金基金などから資産運用を受託。

ベイリー・ギフォード社の特徴

（出所）ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの資料を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

古くから受け継ぐ長期投資の姿勢

成長株投資に強み
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ベイリー・ギフォード社の運用・助言資産残高

顧客層別比率 投資対象資産別比率

約54兆円

サブ
アドバイザリー
24.5％

個人投資家
18.7％

その他
10.7％

バランス型
4.7％

マルチアセット 1.9％ その他 1.1％

年金
４6.1％

株式
９２.３％

（2021年6月末現在）

（出所）ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの資料、年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）「２０20年度業務概況書」を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

＊運用受託機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）の再委託先として運用を受託しています。
・上記は、ＧＰＩＦによるベイリー・ギフォード社のサービスに対する肯定的あるいは否定的な見解を意味するものではありません。・四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

ＧＰＩＦ*の運用資産
1兆2,282億円を受託

* GPIFの「2020年度
業務報告書」公表時点
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ポジティブ・チェンジの魅力！
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ポジティブ・チェンジ戦略とは

ベイリー･ギフォード社の強みである

成長株への長期投資 インパクト投資

投資を通じて
経済的利益と社会的利益の追求をめざす

ポジティブ･チェンジ戦略

長期的な
リターンの獲得

持続可能で包摂的な
誰一人取り残されない
世界の実現への貢献

２つの運用目標

・市況動向および資金動向等により、上記のような運用が行えない場合があります。

※当ファンドの主要投資対象である「ベイリー・ギフォード・ワールドワイド・ポジティブ・チェンジ・ファンド」の運用戦略です。
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17（ご参考①）

ポジティブ・チェンジ戦略のパフォーマンス
下記は、ポジティブ・チェンジ戦略コンポジット*のパフォーマンスを表しています。ポジティブ・チェンジ戦略コンポジットは、当ファンドの投資対象ファンドと同様の運用プロ
セスを用いておりますが、当ファンドおよび当ファンドの投資対象ファンドの運用実績ではありません。また、当ファンドおよび当ファンドの投資対象ファンドの将来の成果
を示唆・保証するものではありません。

＊コンポジットとは、運用のパフォーマンス測定のため、類似の投資目的、投資戦略に基づき運用される複数のファンドをまとめたものをいいます。

（出所）Ｂｌｏｏｍｂｅｒｇのデータ、ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの資料を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

・ポジティブ・チェンジ戦略コンポジットは、運用報酬控除後、円ベース、配当および分配金再投資のパフォーマンスを表しています。・全世界株式は、ＭＳＣＩ オールカントリー・ワールド インデックス
（税引き後配当込み米ドルベース）をもとに委託会社が円換算したものです。また、当ファンドおよび当ファンドの投資対象ファンドのベンチマークではありません。・上記の指数は、全世界株式の値
動きを説明するために表示しています。・表示桁未満を四捨五入しています。

400

１７8
ポジティブ・チェンジ戦略

全世界株式

・期間：2017年1月末～2021年6月末、月次

・2017年1月末＝100として指数化



18(ご参考②)ポジティブ・チェンジ戦略の
投資先企業の主なインパクト・データ

2020年、投資先企業（当戦略の保有銘柄）は自社製品およびサービスを通じて以下のインパクトを及ぼしたと推定されます。

CO2eの節約量のデータは、
CO2又はCO2eについての
企業の開示データに基づい
ています。集計データは、こ
れは最も保守的なアプローチ
であるCO2eとして表示さ
れています。医療に関する
データは資料作成時までの
累計です。
テスラのCO2e削減につい
ては、最新の企業報告データ
を用いて成果を算出してい
ます。

・左記は当ファンドの理解を深
めていただくため、当ファンド
が投資する外国投資法人の運
用戦略であるポジティブ・チェ
ンジ戦略の2020年12月末
時点の保有銘柄をテーマに
沿って紹介したものです。
・ したがって、個別銘柄の推奨
を目的とするものではなく、
当ファンドにおいて上記銘柄
を組み入れることを保証する
ものではありません。
・ 「本映像に関するご注意事項
等」を併せてご覧ください。
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インパクト・テーマの概要

（出所）ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの情報を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成
・2021年6月末時点の投資テーマです。将来変更する場合があります。



テーマ 比率

1 医療・生活の質向上 40.4%

2 環境・資源の保護 28.3%

3 平等な社会・教育の実現 27.6%

4 貧困層の課題解決 2.5%

業種 比率

1 ヘルスケア 35.2%

2 情報技術 17.3%

3 一般消費財・サービス 13.6%

4 資本財・サービス 10.6%

5 素材 9.9%

6 金融 6.0%

7 公益事業 3.9%

8 生活必需品 1.7%

9 コミュニケーション・サービス 0.7%

10 － －

国・地域 比率

1 アメリカ 46.6%

2 デンマーク 8.2%

3 オランダ 7.6%

4 台湾 6.0%

5 ブラジル 4.9%

6 スウェーデン 4.1%

7 ベルギー 3.7%

8 カナダ 3.5%

9 日本 2.9%

10 インド 2.7%

20
投資対象ファンドのポートフォリオ

（2021年7月末現在）

組入上位10ヵ国・地域 業種別組入比率

※当ファンドの主要投資対象である「ベイリー・ギフォード・ワールドワイド・ポジティブ・チェンジ・ファンド」のポートフォリオデータです。

テーマ別組入比率

（出所）ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの資料を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

・ 比率は投資対象ファンドの純資産総額に対する割合です。
・ 国・地域、テーマは、ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの定義に基づいています。
・ 業種はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）のセクターで分類しています。・表示桁未満を四捨五入しています。



組入銘柄数: 33銘柄

銘柄 国・地域 業種 テーマ 比率

1 モデルナ アメリカ ヘルスケア 医療・生活の質向上 9.8%

2 ASML ホールディング オランダ 情報技術 平等な社会・教育の実現 7.6%

3 台湾積体電路製造 台湾 情報技術 平等な社会・教育の実現 6.0%

4 メルカドリブレ ブラジル 一般消費財・サービス 平等な社会・教育の実現 4.9%

5 デクスコム アメリカ ヘルスケア 医療・生活の質向上 4.8%

6 イルミナ アメリカ ヘルスケア 医療・生活の質向上 4.7%

7 テスラ アメリカ 一般消費財・サービス 環境・資源の保護 4.4%

8 NIBE インダストリエ スウェーデン 資本財・サービス 環境・資源の保護 4.1%

9 オルステッド デンマーク 公益事業 環境・資源の保護 3.9%

10 ユミコア ベルギー 素材 環境・資源の保護 3.7%

21

※当ファンドの投資対象である「ベイリー・ギフォード・ワールドワイド・ポジティブ・チェンジ・ファンド」のポートフォリオデータです。

（出所）ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの資料を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成

投資対象ファンドの組入上位10銘柄
（2021年7月末現在）

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・比率は投資対象ファンドの純資産総額に対する割合です。・国・地域、テーマはベイリー・ギフォード・
インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドの定義に基づいています。・業種はGICS（世界産業分類基準）のセクターで分類しています。

■組入上位10銘柄
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22運用実績①

ポジティブ・チェンジ

基準価額および純資産総額の推移

・基準価額、基準価額（分配金再投資）（1万口当たり）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。・信託報酬率は、後記の「ファンドの費用」に記載しています。・基準価額（分配金再投資）は、
分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。・参考指数は、ＭＳＣＩ オールカントリー・ワールド インデックス（配当込み、円ベース）です。参考指数は、当ファンドのベンチマークでは
ありません。・参考指数は、設定日翌々営業日を10,000として指数化しています。

期間：2019年6月17日（設定日）～2021年7月30日、日次

決算期 決算日 分配金

第2期 2021/06/25 10円

第1期 2020/06/25 10円

設定来累計 20円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、
あるいは分配金が支払われない場合があります。
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ポジティブ・チェンジの『予想分配金提示型』とは

・将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。
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基準価額および純資産総額の推移

期間：2021年4月6日（設定日）～2021年7月30日、日次

・基準価額、基準価額（分配金再投資）（1万口当たり）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。・信託報酬率は、後記の「ファンドの費用」に記載しています。・基準価額（分配金再投資）は、分配
金（税引前）を再投資したものとして計算しています。・参考指数は、ＭＳＣＩ オールカントリー・ワールド インデックス（配当込み、円ベース）です。参考指数は、当ファンドのベンチマークではありませ
ん。・参考指数は、設定日翌々営業日を10,000として指数化しています。

運用実績①

ポジティブ・チェンジ（予想分配金提示型）

決算期 決算日 分配金

第4期 2021/07/26 100円

第3期 2021/06/25 100円

第2期 2021/05/25 0円

第1期 2021/04/26 100円

設定来累計 300円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、
あるいは分配金が支払われない場合があります。
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本日のまとめ

2021年7月末時点の設定来の騰落率/純資産残高は、「ポジティブ・
チェンジ」が約2年2ヵ月で157.9%/1,399億円、「ポジティブ・チェンジ
（予想分配金提示型）」は約4ヵ月で12.0％/187億円。

・ 実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮していません。
・分配金実績がある場合は、分配金を再投資したものとして計算しております。

ＥＳＧ投資の１つであるインパクト投資と、成長株への長期投資による
ベイリー・ギフォード社の“ポジティブ・チェンジ戦略”を活用し、世界
各国の企業の株式に投資。

基準価額水準に応じた分配金の支払いをめざす“予想分配金提示型”
では、分配金の有無や金額見込みが事前に把握可能。
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ファンドの目的・特色①
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＜ポジティブ・チェンジ＞

＜ポジティブ・チェンジ（予想分配金提示型）＞

ファンドの目的・特色②
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⚫ 分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、

分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。

⚫ 分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を

含む売買益）を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決算日の

基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、

必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

⚫ 投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には

元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、

分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

収益分配金に関する留意事項
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基準価額の変動要因：基準価額は、株式市場の相場変動による組入株式の価格変動、

為替相場の変動等により上下します。また、組入有価証券等の発行者等の経営・財務

状況の変化およびそれらに関する外部評価の影響を受けます。これらの運用により信

託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみ

なさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、

投資元本を割り込むことがあります。

投資信託は預貯金と異なります。

主な変動要因は、価格変動リスク、為替変動リスク、信用リスク、流動性リスク、カント

リー・リスクです。

上記は主なリスクであり、これらに限定されるものではありません。

くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

投資リスク



30

※三菱ＵＦＪ信託銀行でお申し込みの場合
ファンドの費用

課税関係
課税上は、株式投資信託として取扱われます。個人投資者については、
収益分配時の普通分配金ならびに換金時および償還時の譲渡益に対し
て課税されます。NISA（少額投資非課税制度）およびジュニアNISA
（未成年者少額投資非課税制度）の適用対象です。税法が改正された場
合等には、変更となることがあります。
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【本映像で使用している指数について】
全世界株式：ＭＳＣＩ オールカントリー・ワールド インデックス／ＭＳＣＩ オールカントリー・ワールド インデックスとは、ＭＳＣＩ Ｉｎｃ．が開発
した株価指数で、世界の先進国・新興国の株式で構成されています。同指数に対する著作権およびその他知的財産権はすべてMSCI
Inc.に帰属します。

【ＧＩＣＳ（世界産業分類基準）について】
Global Industry Classification Standard(“GICS”)は、MSCI Ｉｎｃ.とＳ＆Ｐ(Ｓｔａｎｄａｒｄ ＆ Ｐｏｏｒ’ｓ）が開発した業種分類
です。ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＭＳＣＩ Ｉｎｃ.およびＳ＆Ｐに帰属します。

【インパクト・データに関して、ベイリー・ギフォード社からのご注意事項】
◼ 当ファンドが投資する外国投資法人の運用に用いられるポジティブ・チェンジ戦略の2020年12月末時点でのポートフォリオ（以下、
本ポートフォリオといいます）での保有期間が１年に満たない場合に、貢献を比例配分する試みは行っていません。しかし、ベイリー・
ギフォード社は長期の投資ホライズンで運用を行っており、5〜10年以上にわたり銘柄に投資することを目指しています。そのため、
運用開始以来の売買回転率は低位に留まっているため、年の途中で売却した銘柄の集計結果への影響は軽微と想定されます。

◼ インパクト・データは、本ポートフォリオのインパクトを示すものですが、一貫性の確保は困難な傾向にあります。企業の測定および
報告方法は必ずしも同一ではないことが背景にあります。従って、場合によってはポートフォリオ全体での集約を行うために変換が
必要です。

◼ 情報が入手できない場合はインパクト・データにその企業の貢献を含めていないため、集計値は控えめな推定値となっていると考
えられます。将来的に企業が開示を改善するよう奨励していく所存です。

本映像に関するご注意事項等①
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【本映像に関するご注意事項】

◼本映像は「ベイリー・ギフォード インパクト投資ファンド、ベイリー・ギフォード インパクト投資
ファンド（予想分配金提示型）」〈愛称：ポジティブ・チェンジ〉をご理解いただくことを目的に三
菱ＵＦＪ国際投信が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示ではありません。投資信
託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容
を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

◼本映像の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

◼本映像は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を
保証するものではありません。

◼本映像は、一部イメージを含んでおります。

◼投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象
ではありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の補
償の対象ではありません。

◼投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。

本映像に関するご注意事項等②
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最後に

本日は皆さまの貴重なお時間を頂戴し、ご視聴頂きありがとうございました。

本セミナー内容、およびご紹介いたしました投資信託につきまして、ご質問、
お問い合わせなどございましたら、大変恐縮ではございますが下記連絡先までご
連絡頂けますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

三菱UFJ国際投信株式会社 お客さまサポート部 コールセンター

もしくは、お近くの三菱UFJ信託銀行の支店窓口、お取引頂いております
三菱UFJ信託銀行の支店担当者まで、ご連絡頂けますようよろしくお願い
申し上げます。

FP21-07276


